
提言２　ＪＡＳ製材品の安定供給体制の整備に対する支援の強化
　　　○ ＪＡＳ構造材の生産に必要な乾燥機や強度測定機などの整備
　　　　　に対する支援
　　　○ ＪＡＳ構造材等を活用した建築物の整備に対する支援

○Ａ材の需要が伸び悩み
　・この約10年間（Ｈ19∼H28）で全国における素材生産量は、117%と増加
　・製材用（AB材）は102%と横ばい。合板用（B材）は226%、木材チップ用
　（C材）は119%と大きく増加
　・国産材の集成材用ラミナ（B材）の出荷量は182%と大きく増加

○森林所有者の収入減少
 　全国平均のスギ山元立木価格は、この約10年間（Ｈ19∼H28）で約2割下落
　　（H19：3,369円/㎥⇒H28：2,804円/㎥）

○森林資源の成熟化
 　50年生以上の人工林面積の比率が増加（51%）
　 ・原木の大径化、品質の高い原木が増加

○建築基準法の一部改正により建築物への木材の活用範囲が拡大
 　・中層建築物の構造部材を燃えしろ設計により木材をそのまま見せる「あらわし」など、
    準耐火構造での建築も可能
　 ・燃えしろ設計ではＪＡＳ製材品が必須

　Ａ材を活用した新たな木材製品づくりの推進

提言１　付加価値の高い多様な製品づくりに対する支援の強化
　　　○ 木材加工業者、デザイナー、建築士などが継続的に学び、交流す
　　　　　ることにより多様な製品開発を推進できるプラットフォームづくりへ
　　　　　の支援
　　　○ コスト競争力のある構造材や付加価値の高い製品の開発への
　　　　　支援
　　　　　・ Ａ材(一般材)を活用したリーズナブルで施工性の高い構造材や
　　　　　　木質耐火建材の開発
　　　　　・ Ａ材(役物)を活用した内装材の開発　等
　　　○ 開発された製品を活用したモデル建築物の整備や施主、建築士
　　　　　などへの普及に対する支援
　　　　　・ モデル建築物の整備と構造見学会などの開催

現状・課題 政策提言

重ね透かし梁 重ね透かし梁使用建物

ＪＡＳ製材工場

豊富な森林資源を活用

木材需要の拡大には、Ａ材を活用した非住宅建築物・マンションの木造
化・木質化の推進が重要
１ 付加価値の高い多様な製品づくりが必要
２ 品質及び性能が明確なＪＡＳ製材品の安定供給が必要
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